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汐見　稔幸　氏からひとこと
男性に、父役割などの学習会に出てくるように誘うのは、ほんとうに難しい。
男女共同参画事業の一環としてお父さんにも家事・育児に参加してもらいたい。そこで土曜日
に講演会やシンポジウムを開こうという企画が増えている。私などもそうした企画の講師やシン
ポジストとしてときどき呼ばれる。しかし、肝心のお父さんがたくさん参加したというような企
画は滅多にお目にかかれない。参加者の過半数が男性だったというのは聞いたことがない。そし
てたいてい帰り際の感想で、今日のような話はぜひ男性に聞いて欲しかったという意見が相次ぐ。
そんな構図が多い。
なぜ男性が来ないのか。理由は簡単で、そういう企画はねらいや内容がはじめから決まってい
ると男性が感じてしまうからだ。要するに、お父さん、もっとがんばって家事・育児をしましょ
うと言われるに決まっているのだ。はじめから責められることが決まっている企画に喜んで来る
男性がそんなにいるはずがない。
女性問題の企画は、どちらかというと、女性側の日頃たまった不満、差別されているという感
情をベースに、それをどう克服していくのかというような方向性をもっている。参加することで
希望が見えるかも知れないとほのかにでも思える。しかし男性問題の企画は異なる。多くの男性
にとっては既得権を奪われるような厳しさを感じるのだ。
そこで私は、ある新聞社の企画で男性をテーマにするというときに「少しは聞いてよ　男の本
音」という打ち出しにしてはと提案してみた。ふたを開けたら確かに男性の参加が多かったが、
参加した男性はほとんど家事・育児をそれなりにこなしているという自覚を持った人たちだった。
家事・育児の過程で感じた男の本音を語りに来たのだ。家事・育児なんてできるかと思っている
男性にはやはりほとんど来てもらえなかった。
どうも、基本方向が違っているのではないかと思える。多くの男性は、世界でも最長と思える
長時間労働に耐え、自分のよりどころを家族でなく会社という世間に求める文化を生き、一生給
料を運ぶ使命をこなそうとして働いているのだ。それがある種の疎外された生き方であることは、
少し冷静になればすぐわかる。だから、男性には、あなたもこれ以上の疎外された生き方を強い
られないように、という呼びかけが必要なのだ。その点では、女性も同じなのだ。
女性問題は男性問題でもある。男性問題はまた女性問題である。この視点を深めることが、こ
れからの焦眉の課題になるのではないだろうか。
プロフィール
東京大学大学院教育学研究科教授
（独立行政法人国立女性教育会館運営委員）
教育学、教育人間学
「親子ストレス　少子社会の「育ちと育て」を考える」平凡社
「幼児教育産業と子育て」岩波書店
「子育て愛があればだいじょうぶ」講談社　外多数
平成14年度　国立女性教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』について
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事業予告・募集
６月29日の「ヌエック」は、楽しい催しがいっぱいé
「わいわい子育て広場 in ヌエック」
6月29日º13：30から、子育てサークル交流支援研究協議会「わいわい子育て広場 in ヌエック」を開催
します。今年度のテーマは「今どきの子育てを考える －ひとりから仲間、そしてネットワークへ－」です。
全国各地で広がりをみせている「子育てサークル」の交流を支援するため、情報交換、意見交換を行うこと
を目的としています。
主な内容は、5 分科会に分かれて子育てサークルや子育て支援の様々な問題について、
参加者同士で意見交換を行う「子育て仲間交流会」コーナー、木工クラフト・スト－ン
ペインティングを行う「子ども体験活動」コーナー、里山の自然体験・世界の料理体験
・家族で茶道を行う「家族ふれあい体験」コーナー、親子いっしょに楽しむ「おや？！
テリーの親子英語」があります。乳幼児の保育も行います。
たくさんの方の参加をお待ちしています。
男女共同参画学習推進フォーラム
ヌエックは，地域の実状と人々の学習要求に応じた生涯学習の推進と、広域的な施設間のネットワーク形
成の充実を図るため、各地域の女性施設等と連携して「男女共同参画学習推進フォーラム」を開催していま
す。本年度は、A財団法人秋田県婦人会館（テーマ：「人が人らしく生きるために －性は人権－」）、
B埼玉県男女共同参画推進センター（テーマ：「埼玉
県各地域の男女共同参画を考える －語ろう・つなご
う・ネットワーク－」）、
C富山市女性交流センター（テーマ：「家庭や地域、
職場での男女共同参画　どのように進めるか」）、
④滋賀県立男女共同参画センター（テーマ：「男女共
同参画で学び、行動して築く新しい形の暮らしと地
域づくり」）
の４カ所で開催します。詳しくは、事業課までお問い
合わせください。
（※写真は昨年度の「男女共同参画学習推進フォーラ
ム」の様子）
女性学・ジェンダー研究フォーラム
8月23日ª～25日∂の間、2泊3日で「平成14年度女性学・ジェンダー研究フ
ォーラム」を開催します。
今年の主題は「21世紀の男女平等・開発・平和 ―社会に参画する」です。パ
ネルディスカッション、全国から応募した100件を超えるワークショップ（テー
マワークショップ、自由ワークショップ、企画委員・国立女性教育会館によるワ
ークショップ）を実施します。どうすればより多くの女性が社会に参画し、社会
の流れを変えていくことができるのか、その方法と課題について考えます。
参加申込方法・内容などのお問い合わせは、事業課まで。
遠隔情報発信事業
ヌエックでは全国各地へ直接、私たちが開発したプログラムをお
届けし、皆様の学習意欲に応えるために、インターネットを活用し
たホームページからの24時間ビデオ・オン・デマンド方式（ＶＯＤ）及び衛星通信シス
テムによりプログラムを発信する「遠隔情報発信事業」を実施しています。
今年は、上で紹介している「子育てサークル交流支援研究協議会」の「子育て仲間交
流会コーナー」から「行政と手をつなごう」の部会の模様を愛知県総合教育センターと
衛星通信で結び、2元中継で同時双方向に意見を延べ合うプログラムをエル・ネット（教
育情報衛星通信ネットワーク）を利用して全国に提供します。
また、この模様を短時間に編集したＶＯＤプログラムを作成し、後日ヌエックのホームページから発信す
る予定です。
▲昨年度のワークショップの様子
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事業の実施報告
女性のエンパワーメント支援セミナー
2月26日∏～3月１日ªの間、「女性のエンパワーメント支援セ
ミナー」を開催しました。全国各地よりご応募をいただき参加者
は125名（宿泊定員の関係で、会館以外に宿をとり、参加した方
もいらっしゃいました）でした。
このセミナーは新規事業であり、女性のエンパワーメントを支
援するため実践的な研修を通し、行政、あるいはＮＰＯ・ＮＧＯ
のリーダーとしての専門的知識・技術の修得、並びにジェンダー
に敏感な視点の定着・深化に向け、資質向上を図ることを目的と
しました。
セミナーでは、女性のエンパワーメントについて「アフガニス
タン女性にみるエンパワーメント」等の最新の女性情報を提供す
るとともに、具体的な支援の方法については「学習プログラムを
つくる」「ネットワークをつくる」「リーダーシップを身につけ
る」「女性情報の活用能力を高める」をテーマに、参加型の学習を
中心に学習方法を工夫しました。
▲講師の講義に熱心に耳を傾ける
▲コラージュを体験する
公開講演会
2月2日ºに公開講演会を開催し、約400名の参加者がありま
した。
今年は、国連が「国際エコツーリズム年」に定めていることか
ら、医師で登山家の今井通子氏をお招きして「環境問題を考える
旅―2002年国際エコツーリズム年―」をテーマに講演会を開催
しました。
今井氏は，エコツーリズムが誕生し、発展してきた歴史的・文
化的背景についての講演を，独自のエコツーリズムを進めている
南米コスタリカを紹介したビデオを活用して行いました。
会場からは熱心な質問があり、エコツーリズムに対する関心の
高さがうかがわれました。
女性の教育推進セミナー
国際協力事業団（JICA）の委託を受け、2月12日∏から3月9日
ºにわたり、開発途上国の教育問題担当官を対象に「女性の教育
推進セミナー」を開催しました。本セミナーは平成13年度からの
新規事業として始まり、5年計画で実施する予定です。今回はア
ジア、アフリカ、中南米10か国（ボリビア、ガーナ、グアテマラ、
インド、インドネシア、マラウイ、モザンビーク、ニジェール、
パキスタン、ウガンダ）から10名の研修生が参加しました。
研修生たちは、日本の教育制度や女子教育に関する講義・討議
への参加や、小中学校・女子大学等の視察を通じて、女性の地位
向上に資する教育政策について理解を深めることができました。
また、「てまり」の作成や「お茶会」への参加は日本の伝統文化を
直接体験する貴重な機会となりました。
▲手まりの作成
▲中学校教師との懇談
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平成14年度ヌエック（国立女性教育会館）事業計画
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』
∏
女性関連施設職
員のためのセミ
ナー
事　業　名
１．研修事業（日程順）
対象・募集人員 時期等 事　業　内　容 備　考
事　業　名 対象・募集人員 時期等 事　業　内　容 備　考
∏職員コース
女性の生涯学習関連事業を企画・実施している
施設等において、就任2年未満（平成14年6月1
日現在）の女性教育・家庭教育に関する事業の企
画及び実施を担当している職員ならびに情報関連
業務を担当している職員
π館長コース
上記施設の就任2年未満（平成14年6月1日現
在）の館長及び相当職　　
∏π合計120名
π
教師のための男
女平等教育セミ
ナー
各都道府県・指定都市教育委員会・教育センタ
ー指導主事・研修主事及び国・公・私立の幼・小・
中・高等学校（特殊教育諸学校を含む）の教員、
校長、園長　　　　　　　　　　　　 120名
∏職員コース
平成14年
6月4日∏
～7日ª
3泊4日
π館長コース
平成14年
6月4日∏
～5日π
1泊2日
平成14年
7月30日∏
～8月1日∫
2泊3日
公私立女性会館・女性センター等の職員として必要な知
識・技術を身につけるための専門的・実践的な研修を通し、
施設職員の資質の向上を図るとともに、男女共同参画社会
の形成をめざした生涯学習を促進する。
教師の生涯学習の一環として、学校教育における人権尊
重、男女平等に関する指導の充実及びジェンダーに敏感な
視点の定着と深化に資する実践的な研修を通し、男女共同
参画社会の形成を図る。
∫
国際女性情報処
理研修
アジア・太平洋地域の行政担当者・ＮＧＯの指
導者（日本を含む） 30名
平成14年
10月4日ª
～14日∑
（11日間）
日本を含むアジア太平洋地域の行政担当者、ＮＧＯの指
導者を対象とした情報処理技術の研修を行うことにより、
女性のエンパワーメントに必要な知識と技術の習得と、情
報ネットワーク構築を目指す。
ª
女性のエンパワ
ーメント支援セ
ミナー
∏行政担当者
A女性教育・家庭教育行政担当者
B生涯学習に関する行政担当者
C男女共同参画行政担当者
π女性教育・家庭教育に関する団体・グループや
ＮＰＯ等のリーダー　　　　 ∏π合計100名
平成15年
1月28日∏
～31日ª
3泊4日
女性教育・家庭教育に関する事業の企画・立案および団
体・グループ・ＮＰＯ活動の推進に必要な専門的知識・技
術の修得、ならびにジェンダーに敏感な視点の定着・深化
に向けた実践的な研修を行い、男女共同参画社会の形成を
めざし女性のエンパワーメントを支援する。
º
女性の教育推進
セミナー
南西アジア、サブサハラアフリカ、中近東等の
開発途上国で、女性の教育問題に携わっている担
当者
平成15年
2月～3月
（国際協力事業
団からの委嘱）
特に女性の就業率や識字率が低い開発途上国において、
中央及び地方レベルでの初等・基礎教育計画策定を担当す
る行政官を対象とし、各国の女性教育推進にかかる課題を
認識し、その解決に必要な知識や手法を取得し、初等・基
礎教育のジェンダー格差解消を考慮した、教育推進プログ
ラム計画を立案できる能力を向上させることを目的とする。
Ω
男女共同参画学
習推進フォーラ
ム
国内の各地域で、男女共同参画社会、及び女性、
家庭・家族に関する問題に関心のある人
年間4回
（秋田県、埼玉
県、富山県、
滋賀県で実施）
地域の実状・人々の学習要求に応じた生涯学習を推進し、
広域的な施設間のネットワーク形成の充実を図るため、女
性関連施設、生涯学習センター等が連携して、地域の課題
解決に向けた事業を実施し、男女共同参画社会の形成を促
進する。
æ
社会教育実習生
等受入事業
大学で社会教育実習を受講する学生等
各受入期間　数名
会館主催事業
に併せて実施
する。（主催事
業期間を含む
１週間以上）
大学で社会教育実習を受講する学生等を対象として、主
催事業の補助業務等の体験学習を通じて、女性教育の現状
及び女性教育施設の役割について学習することを目的とす
る。
ø
公開講演会
成人男女　　　　　　　　　　 600名（公募） 平成15年
2月15日º
男女共同参画社会の形成に向けて、女性・男性、家庭・
家族等に関する今日的課題について解決の手がかりを得る。
主題「今、生命
い の ち
を考える」
年々増加する幼児虐待や青少年による残虐な犯罪の多発
によりともすれば、現代は生命の価値が軽んじられている。
生命の大切さを女性・子どもを取り巻く状況やリプロダク
ティブヘルス・ライツの視点を通して考える。
２．交流事業
π
女性学・
ジェンダー
研究フォーラム
∏
子育てサークル
交流支援研究協
議会
∫
女性情報
国際フォーラム
女性学・ジェンダー研究に関心のある国内外の
成人男女　　　　　　　　　　　　　 1,000名
【内訳】
宿泊（全日程）参加者　　　　　　　　 350名
日帰り参加者　　　　　　　　　　　　 650名
（※宿泊参加者にはワークショップ運営者等を含む）
A子育てサークルのリーダー及びメンバー
B子育てサークルを支援している行政担当者
（家庭教育、保健・福祉担当者等）
C行政と連携して子育てサークルの支援に関わって
いる者（家庭教育相談員、子育てサポーター、子
育てアドバイザー、子育て支援ボランティア等）
D子育てサークルに関心のある者
各回600名程度
A女性情報に関心のある成人男女
150名
B「国際女性情報処理研修」の参加者
30名
平成14年
8月23日ª
～25日∂
2泊3日
国立女性教育会館
を含む全国3カ所
で実施する。
国立女性教育会館
での実施は、6月
29日º（男女共同
参画週間（6月23
日～29日））
年間3回
平成14年
10月12日º
～13日∂
1泊2日
女性学・ジェンダー研究と女性のエンパワーメントに関
わる多様な研究・教育・実践活動の課題や成果を出し合い、
情報交換を行うことにより、男女共同参画社会の形成に向
けた女性のエンパワーメントの推進・女性の人権の確立を
図る。
家庭生活の都市化、核家族化等の影響で、子育てに対す
る不安や負担を感じる親が増えている。身近な相談をする
場として全国各地で広がりをみせている「子育てサークル」
の交流を支援するため、情報交換、意見交換を内容とした
研究協議会を実施する。
「国際女性情報処理研修」参加者及びその他の地域の海
外専門家を招聘し、ＩＣＴ時代の女性情報の活用について
国際的な視野からの課題分析を行うと共に、参加者間の国
際的情報ネットワーク形成の推進を図る。
新規事業
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事　業　名 研　究　協　力　者　等 達　成　目　標　・　内　容 備　考
３．調査研究事業
∏ ジェンダー統計に関する
調査研究
女性学、ジェンダー研究、統計学分野の
研究者等
ジェンダーの視点に立った統計データの内容、提供の方法等につい
て研究し、その成果としてデータ集を作成する。
π 女性のエンパワーメントの
ための生涯学習拡充方策に関
する調査研究
女性教育・生涯学習関連分野の研究者等
（韓国女性開発院との共同研究）
日韓両国における女性の生涯学習の実態についてジェンダーの視点
からの解明および比較を行い、生涯学習の拡充方策を提示することに
より、女性のエンパワーメントを推進する。
∫ 女性の学習関心と学習行動
に関する国際比較調査
国内外の女性教育・生涯学習関連分野の
研究者等
国際的な男女平等の取組の中で、女性の学習関心および学習行動に関
する国際比較調査・研究を行うことにより、男女共同参画社会の形成に
向けた生涯学習の振興ならびに女性のエンパワーメントを推進する。
ª 子育てサークル等支援に関
する調査研究
家庭教育関係分野等の研究者・専門家及
び子育てサークルのリーダー等子育て支
援実践者
子育てサークルの活動を充実させるため、男女共同参画の視点に立
った子育て支援に関する調査研究を実施し、子育てサークルのリーダ
ー、メンバー及び行政担当者等を対象として学習教材を開発する。
新規事業
º ヌエック
公開シンポジウム
女性問題、家族問題、教育問題の専門家・
研究者、マスコミ・行政関係者等
100名
国立女性教育会館の女性教育、家族教育に関する調査研究で得られ
た最新の成果を発表し、男女共同参画に向けた調査研究の充実を図る。
（教育委員会、女性センター、高等教育機関等との共催）
Ω 女性及び家族に関する
学習情報の調査研究
女性学・統計学分野の研究者等 「ジェンダー統計に関する調査研究」と併せて「女性と家族に関する統計
データベースに関する調査研究」を行い、データベースの充実を図る。
事　　　業　　　名 事　　業　　内　　容 備　考
４．情報事業
∏女性教育情報センターの運営
∏ 女性及び家族に関する
情報資料の収集・整理・提供
女性及び家族に関する情報・資料を収集・整理し、利用に供する
π レファレンス・サービス及び文献複写サービス 来館者または電話・文書・Ｅメール等による問い合わせに対して情報提供を行う。複写に
より資料提供を行う。
∫ 女性及び家族に関する図書資料の展示 会館が所蔵する資料について、四半期ごとのテーマ展示及び特別展示を行い、女性及び家
族の分野の理解を深める。
事　　　業　　　名 事　　業　　内　　容 備　考
πネットワーク支援
∏ WinetCASSの整備充実 WinetCASS上で公開しているHP-CASS、女性情報CASS、Winet-DB（文献情報DB、
女性関連施設DB、女性学・ジェンダー論関連科目DB、女性と家族に関する統計DB）の更
新、充実を図る。
π 女性関連施設等
情報ネットワーク研究協議会
女性関連施設等における情報活用方法、情報機能の連携のあり方等について研究協議を行
うとともに、各施設・職員間の情報ネットワーク形成の推進を図る。
期間：平成14年12月11日π～13日ª 2泊3日
対象：女性教育施設・女性センター等の情報担当者　70名
∫ 女性関連施設職員のための
ＩＣＴ習得サポートプロジェクト
女性情報の視点に立ったＩＣＴ（情報コミュニケーション技術）の習得を目的とした教材
の作成、地域での研修支援等のサポートプロジェクトを実施することにより、女性のエンパ
ワーメントを推進する。
資　　料　　名 掲　載　内　容　・　配　布　先 備　考発行回数・発行時期
∫資料の作成・配付
∏
「国立女性教育会館研究紀要」
（第6号）
女性教育、家族教育、女性学、女性情報に関する会館の調査研究を国内外に発表すると
ともに、公募論文を選考して掲載する。
テーマ：「男女共同参画社会と学びの創造」
配布先：国内・国外の関係大学図書館、女性関連施設、及び女性団体等
年1回
平成14年9月
π
「NWEC Newsletter」
NWECの活動及び最新の日本女性の現状について英文で海外に紹介する。
配布先：海外の女性問題担当行政機関、女性センター及び女性団体、国際機関等
年2回　平成14年9月
平成15年3月
∫
「ヌエック（国立女性教育会館）
主催事業報告書」
年度内に実施した研修・交流・調査研究・情報事業の実施概要。
配布先：各都道府県教育委員会、女性関連施設及び女性団体その他の関係機関等
年1回
平成14年5月
ª
「女性学・ジェンダー研究
フォーラム報告書」
全国の団体・グループの女性のエンパワーメントについての活動情報として、女性学・ジ
ェンダー研究フォーラムの主催者提供プログラム・自主企画プログラムをまとめて提供する。
配布先：各都道府県教育委員会、女性関連施設及び女性団体その他の関係機関等
年1回
平成15年3月
事　　　業　　　名 事　　業　　内　　容 備　考
ª情報発信事業
∏ WINET情報 女性・家族に関する文献情報、WinetCASS及び情報センター利用に関する情報をホームページから発信する。
π 遠隔情報発信事業
学習プログラムの普及を図るため、会館事業の中からインターネット及び衛星通信システムによる発信に適し
たプログラムを選び、学習プログラムを試行的に作成・発信し、問題点等について検討を行う。（衛星通信システ
ムによる発信対象プログラムは「子育てサークル交流支援研究協議会」）
ª
ヌエック2002・
全国交流フェス
ティバル
男女共同参画社会の形成に向け、生涯学習をすす
める団体・グループ及び個人
650名
【内訳】
宿泊（全日程）参加者　　　　　　　　 350名
日帰り参加者　　　　　　　　　　　　 300名
（※宿泊参加者には自由企画プログラム運営者等
を含む）
平成14年
10月25日ª
～27日∂
2泊3日
多様な生涯学習を展開している全国の団体・グループに、
日頃の学習・活動の報告・発表、研修及び全国的な交流の
機会を提供し、参加者相互の学習、交流及びネットワーク
づくりを進めることにより、女性のエンパワーメントを推
進し、男女共同参画社会の形成を図る。
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調査研究資料の作成
急速に進行する高齢化に対応していくためには、年齢や性別（ジェン
ダー）などの枠にはめられた考え方や人間関係の見直しが必要です。国
立女性教育会館では平成11年から「高齢社会に向けての男女共同参画学
習に関する調査研究」を実施し、高齢社会や男女共同参画社会の形成に
向け、学習課題を明確にし、学習プログラムの開発を行ってきました。
このたび、この成果をまとめたブックレット「男女共同参画、向老期を
ともに生き、ともに学ぶ－豊かな高齢社会に向けて－」を作成し財務省
印刷局から500円（税別）で出版することとなりました。生涯学習・社
会教育の行政担当者、女性関連施設・生涯学習関連施設の職員や学習者
など多くの方々に広くご活用いただきたいと思っています。これからも
国立女性教育会館の事業の成果をまとめ、ヌエック・ブックレットシリ
ーズとして発行してまいりますのでご期待ください。
男女共同参画、
向老期をともに生き、ともに学ぶ
平成12年度に全国の大学・短大で開講された女性学・ジェンダー論関連科目に
ついて、平成11～13年度に企画委員会を設置して行った「高等教育機関における
女性学関連科目に関する調査研究」の結果をまとめたものです。学務関係基本調
査と教員調査の結果を集計分析しています。女性学・ジェンダー論の開設状況、
科目の詳細、担当教員の現状などを知ることができます。会館ホームページから
公開している「女性学・ジェンダー論関連科目データベース」と合わせてご利用
ください。入手方法のお問い合わせは情報交流課までどうぞ。
高等教育機関における女性学・ジェンダー論関連科目
に関する調査報告書（平成12年度開講科目調査）
平成13年8月24日ª～26日∂の間、「21世紀に向けての男女平等・開発・平
和 －働いて生きる－」をテーマに開催した「女性学・ジェンダー研究フォーラ
ム」の成果をまとめたもので、「パネルディスカッション　働いて生きる」、全
国より応募のあったテーマワークショップ（47件）、自由テーマワークショッ
プ（59件）、そして企画委員によるワークショップ（6件）、国立女性教育会館
によるワークショップ（１件）の概要を掲載しています。
本書は、ワークショップ運営者、参加者、都道府県等教育委員会・男女共同
参画政策担当部課、女性教育関係施設及び女性団体、その他関係機関等に配付
しました。
平成13年度 女性学・ジェンダー研究フォーラム報告書
平成13年度に国立女性教育会館で実施した研修・交流・情報・調査研究の各事
業の実施概要及び成果を「平成13年度ヌエック（国立女性教育会館）主催事業実
施報告書」としてまとめました。研修事業の「女性のエンパワーメント支援セミ
ナー」、交流事業の「女性情報国際フォーラム」、調査研究事業の「女性の学習関
心と学習行動に関する国際比較調査」等掲載しております。
この報告書は、都道府県等教育委員会、女性教育施設、女性関連団体、社会教
育・生涯学習センター等に配布することとしております。
平成13年度主催事業実施報告書
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平成12～13年度の2年間の調査研究の成果として、女
性に関する情報を効率的に検索するための用語集（シソ
ーラス）「女性情報シソーラス」がヌエックホームページ
で公開されました。男女共同参画社会の実現に向けて、
女性に関する情報を的確に探すためのツールとしてご活
用ください。
またこのシソーラスは利用者の皆様の声をとり入れ更
新していく予定です。是非ご意見をお寄せください。
「女性情報シソーラス」の公開
会館ホームページ上で提供している横断検索システ
ム「WinetCASS」について最近の動きをご紹介します。
女性情報CASS：検索対象として「東京ウィメンズプ
ラザ」と「かながわ女性センター」の図書資料が増えま
した。また、ヌエックの女性関連施設ＤＢ（データベー
ス）と女性学・ジェンダー論関連科目ＤＢも横断検索で
きるようになりました。
HP-CASS：検索対象のHP（ホームページ）が追加登
録されました。
Wine tDB：すべてのＤＢに女性情報シソーラスを組
み込みます。
女性関連施設ＤＢには、実施事業の他に相談事業・情報事業を追加しました。
女性学・ジェンダー論関連科目ＤＢでは平成12年度開講科目の学務関係データを公開して
います。科目の詳細については調査報告書をご覧ください。
ジェンダー統計という言葉を聞いたことがありますか。男女共同参画社会を実現するため
には、女性と男性がどれだけ社会に貢献しているのか、また性別によって格差がないかどう
かなど女性や男性の置かれている状況を把握しておくことが必要です。そのための統計がジ
ェンダー統計です。
一例をあげましょう。日本では意思決定の場に女性が少ないといわれます。しかし、単に
少ないといっただけでは曖昧です。具体的な数字を示すことではっきりするのです。「国会
議員数は、女性が79人、男性が652人、女性の占める割合は10.8%です」（平成13年3月）
といえばいかに男性と女性の数がアンバランスかわかります。こうした数字を使えば時間的
な変化を追うこともできますし、諸外国との比較も可能になります。他にも家族、労働、教
育、健康・医療、福祉、意思決定など様々な分野で女性と男性のデータをみていく必要があ
ります。
国際的にみても1995年の北京女性会議以降ジェンダー統計への関心は高く、国連の統計
機関もジェンダー問題を主流におくことに熱心に取り組んでいます。ヌエックでも平成13年
度からジェンダー統計に関する調査研究を実施しています。研究成果を後日報告いたします。
WinetCASSの更新
「ジェンダー統計」
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ヌエックではdヌエックボランティアeがイキイキと活動し
ています。
ヌエックボランティアは、1978年8月から活動が始まり、現
在個人54名・6団体（80名）が活動しています。
第１回ヌエックボランティア活動説明会
ヌエックでは、年2回、ボランティア活動の説明会を行って
います。ここでは、dヌエックボランティアe活動の概要の説
明や、すでにボランティアをしている方の体験発表等を行
い、新たに活動してみたいという方（個人及びグループ）
に仮登録をしていただきます。そして、実際のさまざまな
ボランティア活動を体験して、活動を続ける場合は、dヌエ
ックボランティアeとして本登録をしていただきます。
平成14年6月15日º 13時30分から
国立女性教育会館　中会議室
ヌエックでのボランティア活動を希望する方
※　参加希望の方は会場の都合がありますので、事前に
事業課のボランティア担当までご連絡ください。
※　第2回説明会は、10月に行う予定です。
※　ヌエックでのボランティア活動についてのお問い合わせは事業課へ。
昨年からの改修工事でご利用の皆様にご迷惑をおかけしており
ましたが、ようやく工事も終了し館内の施設が全て利用できるよ
うになりました。主な改善点を紹介しますと、
①　全ての宿泊室と談話室に個別のエアコンを取り付け、チェ
ックインからチェックアウトまでお好みの室温に調節ができ
るようになりました。
②　Ｂ棟の全宿泊室に「温水洗浄トイレ」を設置し、これまで
の洋式トイレも一部ですが温水洗浄トイレに改修しました。
（今年度は、Ｃ棟の全室を改修します。）
③　正門の警備員室を「正門案内所」に改修し、来館の皆様に今まで以上にきめ細かなサービス
を提供いたします。
またこの他にも、宿泊室を便利でくつろげる空間にしたいと、会館案内・周辺のマップ・ヌエッ
クニュースなどを挟み込んだ御案内フォルダーを配置し、壁面にも絵画の額を掛けました。様々な
新しいサービスで生まれ変わったヌエックで、皆様にお会いできることをお待ちしています。
宿泊室・正門案内所の改修
▲活動風景
3月26日から、東武東上線の池袋駅～武蔵嵐山駅（会館最寄り駅）
間が完全に複線化され、武蔵嵐山駅もエレベーターを3基設置した
橋上駅舎に生まれ変わりました。これにより、池袋駅と武蔵嵐山駅
は最短54分で結ばれ、直通電車の本数も増便（１時間当たり最多7
本）され、東武東上線を利用したヌエックのご利用が便利になりま
した。
また、武蔵嵐山駅からヌエックまでの案内板を更新し、地元の嵐
山町、埼玉県歴史資料館、ú郷学研修所と協力して見やすい大型の
案内板を改札口前に設置しました。
（会館のホームページから、ご利用に便利な東武東上線の運行ダ
イヤをご覧いただけます。）
武蔵嵐山駅と東上線ダイヤ改正
▲駅からヌエックまでの案内板
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●寄附金受け入れの報告
前号でお知らせいたしましたとおり、ヌエックではより充実した業
務遂行のための経費に充てるため、寄附金を含む外部資金を受け入れ
ております。
今後とも、会館は職員一丸となって、事業の充実、運営の改善及び
サービスの向上に努めてまいりますので、会館に皆様方の暖かい御篤
志を賜りますよう何とぞよろしくお願い申し上げます。
●主な利用団体（平成14年1月～4月）
１月
16日
26日
２月
9日～10日
22日
23日～24日
３月
2日～ 3日
12日
14日
４月
2日～ 7日
20日～21日
24日～26日
●展示コーナー
「家庭にひそむ暴力：DVと虐待の心理」
ＤＶ被害にあっている女性や虐待される子供達、安全に
過ごせるはずの家庭で起きている暴力の問題について、被
害者の立場からその周辺を探る資料を一階エントランスホ
ールに展示中ですので、是非ご覧ください。
＊展示資料例
「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）あなた自身を抱きしめ
て：アメリカの被害者・加害者プログラム」、「犯罪被害者としての
女性と子どもの人権」、「サバイバーズ・ハンドブック：性暴力被害
回復への手がかり」ほか
７月
県北アグリフォーラム
全埼玉私立幼稚園連合会西部
ブロック保育実践研究協議会
2001年度女性部学校
平成13年度第2回公立小・中学校等教育指
導校長研究協議会
埼玉県スポーツ指導者研修会
第23回埼玉県学童保育実践交流会
女性のエンパワーメントのための男女共同参
画学習研究協議会
ＪＡたすけ合い組織交流会
日本汎太平洋東南アジア婦人協会
全国婦人教育懇話会
国際婦人教育振興会
編 集 後 記
b ４月の初め、ヌエックにハクビシン（上の写真をご覧下さい：インドやマレー
シア、中国などから日本に移入され各地の森林に生息しています。単独で木の上
などで過ごし、果実と昆虫などを食べます。）が訪れました。どうやらヌエックが
気に入ったらしく、構内に住み着いたようです。また今年の春は、コブシ、ハク
モクレン、ソメイヨシノ、ヤマザクラが一斉に咲き誇り、北国の春を思い起こさ
せました。
今はまぶしい新緑のなか、ツツジ、サツキが香り、まもなく日本庭園のあじさ
いもほころびようとしています。自然豊かな会館で季節の植物めぐりなどはいか
がでしょうか。
b ヌエックでは毎日新聞のホームページの女性サイト、毎日インタラクティブ「カ
モミール」から行政関連情報としてヌエックの最新情報（毎週更新）を発信して
います（http://www.mainichi.co.jp/women/action/box/kanren/nwec/）。
是非アクセスの上、御意見をお寄せいただければ幸いです。
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※休館日（平成14年5月～8月）
5月17日（火）・20日（月）
6月10日（月）・24日（月）
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8月15日（月）・19日（月）
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